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SUMMARY

	 We studied the seroprevalence of anti-Toxoplasma antibodies among inhabitants of the 

Kathmandu Valley, Nepal (location of the capital, Kathmandu) and inhabitants of a village area in 

Lekhnath City, Kaski District (central Kathmandu), Nepal. A total of 376 serum samples were collected 

from apparently healthy participants. Toxoplasma antibodies (IgM and IgG) were detected by enzyme-

linked fluorescent assay (ELFA). In the Kathmandu Valley, positive rates for Toxoplasma IgM and IgG 

antibodies were 1.4% (2/146) and 35.6% (52/146) respectively. In Lekhnath City, positive rates were 2.6% 

(6/230) for IgM antibodies and 60.4% for IgG antibodies, i.e., comparatively higher than those in the 

Kathmandu Valley. The higher prevalence of these antibodies in the Lekhnath City village area was 

associated with animal keeping in almost all households, while in the Kathmandu Valley only a few 

households kept animals. However, the seroprevalence of anti-Toxoplasma antibodies in these areas was 

relatively high in each case. Environmental conditions may be responsible for the transmission of Toxo-

plasma parasites in both areas.
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１．はじめに

　トキソプラズマ（Toxoplasma gondii）はネコを

終宿主とする原虫であり、ヒトを含む哺乳類や鳥類

などが中間宿主となる。本原虫の妊娠初期における

感染では先天性トキソプラズマ症を発症する可能性

があり、その場合胎児に網脈絡膜炎、脳水腫などが

みられることがある。後天性トキソプラズマ症は健

康な人には不顕性感染が多いが、症状が現れた場合

には、発熱、リンパ節炎、網脈絡膜炎などを起こ

す 1,	2)。特にエイズなど免疫不全患者にはこれらの

症状が現れ、アメリカでは 10%以上、ヨーロッパ

では 30%以上が直接、死因の原因となっている 3)。

　アメリカ、ヨーロッパ、アジアなど多くの国々で

数 %から 70%のトキソプラズマ抗体の存在が報告

されており 1,	2,	4-8)、トキソプラズマは世界中に分布

している。感染源は主に本原虫に汚染された猫、豚、

牛などの糞便、肉、飲み水が原因となる 1,	2,	8)。その

予防対策は、加熱処理を十分にした肉の摂取、安全

な飲料水の確保、手洗いといった基本的な公衆衛生

であるが 1,	2,	9)本原虫の撲滅には至っていない。

　ネパールは、南はインド、北は中国に挟まれたヒ

マラヤ山脈を有する国である。現在、首都カトマン

ズでは急速な近代化が進む一方、それ以外の多くの

地域で農業や家畜の飼育による自給自足の伝統的な

暮らしをしている。長年にわたった内戦終結直後の

ために政治が混乱し、行政主体による公衆衛生の改

善や医療体制が整わず、地域格差を生んでいる。過

去、ネパールの多くの地域では本原虫の高い感染が

示されており 10-13)、先天性トキソプラズマ症による

乳児の死亡 9)や後天性トキソプラズマ症が報告され

ている 12)。一般の住民は不衛生な環境の中で生活を

しており、現在でも本原虫による感染が認められる

と思われるが、最近の報告が見られていないために

現状は把握されていない。そこで我々は首都	

Kathmandu	市と	Kaski	地区 Lekhnath市の二つ

の地域を対象に本原虫の血清疫学調査を実施した。

２．方　法

１）調査対象

　2010年に首都 Kathmandu市の住民 146名（男

性 35名、女性 111名、年齢 20から 80歳）を、また、

2008年から 2009年にネパール中央部に位置する農

村地域 Kaski地区 Lekhnath市の住民 230名（男

性 77名、女性 153名、年齢 8から 80歳）を対象に

調査を実施した（図１）。

２）検査方法

　両地域において健康調査を実施し参加した住民を

対象に採血後、血清分離を行いその血清を日本に輸

送後、神戸常盤大学にて分析を行った。検査方法は

蛍光基質を用いた酵素免疫測定法（Vidas Toxo 

IgM, Vidas Toxo IgG; bioM’erieux, France）で血

清中のトキソプラズマ IgM抗体と IgG抗体を測定

した。

３）インフォームドコンセント

　本学研究倫理委員会における承認（番号 :0010号）

を得て、現地スタッフが十分に調査の趣旨内容を説

明した後、住民に書面により承諾を得て調査を実施

した。

図１　調査対象地域
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４）統計

　統計は統計用ソフト（Stat	view;	HULINKS,	

USA）を用い分析した。

３．結　果

　Kathmandu市と Lekhnath市住民のトキソプラ

ズマ IgM抗体および IgG抗体陽性率は、それぞれ

1.4%(2/146)と 2.6%(6/230)および 35.6%(52/146)と

60.4%(139/230)であった（図２）。トキソプラズマ

IgG抗体陽性率は Lekhnath市の方が高い値を示し

た (p	<	0.05)。両地域とも男女の間に有意な差は無

く (p	>	0.05)、年齢別では Lekhnath市で年齢が高

くなるにつれその陽性率も高い傾向を示し、

Kathmandu市は 60歳まで約 30%であった（図３）。

４．考　察

　トキソプラズマ IgG抗体の存在は、近隣の国々

で約 40から 70%と高い報告が見られる 14-16)。今回

の調査結果では両地域ともトキソプラズマ IgG抗

体の高い陽性率が認められた。Kathmandu市では

その陽性率が 35.6%であったが、1996年、同地域

で報告された 46%と比べるとやや低い結果となっ

図３　年齢別トキソプラズマ IgG 抗体陽性率

図２　Kathmandu 市と Lekhnath 市住民におけるトキソプラズマ IgM、IgG 抗体陽性率
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た 10)。一方、ネパールの地方では 65.3%11)、57.9%13)

で Lekhnath市の結果と一致した。ネパールの公衆

衛生や医療水準は都市と地方では大きな格差があ

り、例えば 5歳以下の死亡率（1,000人当たり）は、

都市が 47.1人に対して地方では 83.5人と 2倍の格

差がある 17)。Kathmandu市では都市化や生活環境

の変化により感染が減少傾向にあるが Lekhnath市

ではその改善傾向は低いと考えられる。また、農家

や地方の方が本原虫に感染しやすいという報告があ

る 8)。

　Kathmandu市では、近年、急速な近代化により

田畑や家畜の飼育が減少する代わりにビルや家など

の近代建造物が建築されている。アンケート調査で

家畜の飼育は２%であったことから、感染が家畜由

来とは考えにくい。しかし、当該地域では生活水や

土壌から人や動物由来の糞便汚染が確認されており

公衆衛生の状態は悪い 18,	19)。本原虫は水道水からの

集団感染 20)や土壌が感染源になることが報告され

ている 1,	2,	4,	9)。Lekhnath市は、Kaski地区の中心

市街地より離れた場所にあり、住民は農業や家畜を

飼育する自給自足の暮らしをしている。我々の調査

で家庭での家畜の飼育は 79%で、水牛、ヤギ、鶏

などを飼育し 21)、家畜飼育率の高さは家庭単位でな

く地域全体が家畜と共存していることになる。家畜

の肉や排泄物から本原虫が検出されており、家畜と

の密接な関係が感染を高くするという報告があ

る 6,	8)。また、地域には用水路や下水路はなく、雨

が降ると水が道路や生活場所にまで溢れる。家畜の

飼育は衛生的に管理されていないので、環境中に家

畜の糞便が混入する可能性がある。実際に当該地域

の土壌や生活水から糞便汚染が確認されている 21)。

今回、家畜に対して本原虫の感染を調査していない

が、人へのトキソプラズマ IgG抗体陽性率の高さ

からみて家畜自体も本原虫に感染していることが示

唆される。

　年齢別トキソプラズマ IgG抗体陽性率は、両地

域、20歳以下の低年齢層で高い結果であった。一

般的に開発途上国では、低年齢層からその陽性率が

高く 22,	23)、土遊びや活発に遊ぶことが原因であると

報告されている 22)。今回、最近の感染を示すトキソ

プラズマ IgM抗体が検出されたことから、現在で

も本原虫の感染が起こっていることが示された。

Lekhnath市では、年齢が高くなるにつれ IgG抗体

陽性率が高くなる一方で、Kathmandu市では 60

歳以下までほぼ同じであった。これまで述べたよう

に公衆衛生の違い、感染源の多さ、そしてそれに接

する時間が長いほど年齢と共に本原虫に感染する可

能性があると考えられる。

　本原虫の感染は、不衛生な環境、低い教育レベル

や所得、土壌や家畜と接する職業がその機会を高く

するとの報告がある 2,	4,	24)。両地域には本原虫が潜

在的に存在しており、環境中へ汚染が拡大している

と考えられる。本原虫は長期間環境中で感染力を保

つことができ、ハエ、ゴキブリ等の衛生動物が媒介

者となり、人の食べ物や動物の餌に混入し感染する

可能性がある 2)。両地域は、本調査結果以外にも多

くの感染源が存在することが示唆される。公衆衛生

の改善やその教育は最も有効な対策と考えられ、今

後、それらの活動を行う必要がある。
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